
地方財政審議会付議（決裁）案件  

 

令和６年７月 16 日（火） 

 

 （案件名）  

 

・ 令 和 ６ 年 度 に お け る 当 せ ん 金 付 証 票 の 発 売 許 可 に つ い て  

（年末ジャンボ・年末ジャンボミニ）（決裁案件） 

    

（根拠法令は別紙）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        

                     自治財政局地方債課 

                     水谷補佐（23394）  



○ 発売団体である都道府県・指定都市は、当せん金付証票法に基づき、発売総額、証票金額や発売期間等を記載した申請書を総務
大臣に提出し、許可を受けて発売することができる。

➀ジャンボ宝くじ以外のくじ … 前年度の12月にまとめて申請・許可

➁ジャンボ宝くじ（ﾄﾞﾘｰﾑ・ｻﾏｰ・ﾊﾛｳｨﾝ・年末・ﾊﾞﾚﾝﾀｲﾝ）… 発売額が大きく、直近の売れ行きなどを踏まえて賞金条件等を定めるため、
発売の都度、個別に申請・許可

令和６年度年末ジャンボの発売に係る総務大臣許可について 令 和 ６ 年 ７ 月
自 治 財 政 局

１．制度概要

２．申請内容

【名称】 第1031回全国自治宝くじ（年末ジャンボ）、第1032回全国自治宝くじ（年末ジャンボミニ）

【発売期間】 令和６年11月20日（水）～12月21日（土） 【抽選日】 令和６年12月31日（火）

【発売計画額】 年末ジャンボ ：1,380億円（Ｒ５発売計画額：1,380億円、Ｒ５発売実績額：1,110億円）
年末ジャンボミニ：450億円（Ｒ５発売計画額：450億円、Ｒ５発売実績額： 284億円）

【証票金額】 300円 【１等・前後賞賞金】 年末ジャンボ：10億円、年末ジャンボミニ：5,000万円

【当せん金の最高金額】 年末ジャンボ１等：７億円（証票金額の約233.3万倍）

○ 今回、年末ジャンボに係る発売許可申請が行われたところ、当せん金の割合が50％以下となっており、法令上の要件を満たしているこ

とから、許可することとしたい。

３．対応案

【参考】 発売総額に占める当せん金・収益金の割合（予定）

発売総額 当せん金 収益金 売りさばき手数料等

年末ジャンボ 1,380億円 （100％） 690億円 （50.0％） 513億円 （37.2％） 177億円 （12.8％）

年末ジャンボミニ 450億円 （100％） 225億円 （50.0％） 168億円 （37.3％） 57億円 （12.7％）

※ 当せん金付証票の当せん金品の金額又は価格の総額は、その発売総額の五割に相当する額を超えてはならない（当せん金付証票法第5条第1項）。

※ 当せん金の最高金額は、証票金額の50万倍に相当する額を超えてはならないが、総務大臣が指定する場合には、証票金額の250万倍に相当する額を超えない範囲

の額とすることができる（当せん金付証票法第5条第2項）。

また、当せん金の最高金額が証票金額の250万倍に相当する額を超えない範囲の額として指定することとしたい。
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根拠法令 

●地方財政法（昭和二十三年法律第百九号）（抄）

（当せん金付証票の発売）

第三十二条 都道府県並びに地方自治法第二百五十二条の十九第一項の指定都市及び戦災による財政上の特別の必要を勘案して総務

大臣が指定する市は、当分の間、公共事業その他公益の増進を目的とする事業で地方行政の運営上緊急に推進する必要があるものと

して総務省令で定める事業の財源に充てるため必要があるときは、当せん金付証票法（昭和二十三年法律第百四十四号）の定めると

ころにより、当せん金付証票を発売することができる。 

●当せん金付証票法（昭和二十三年法律第百四十四号）（抄）

（都道府県等の当せん金付証票の発売）

第四条 都道府県並びに地方自治法（昭和二十二年法律第六十七号）第二百五十二条の十九第一項の指定都市及び地方財政法（昭和二

十三年法律第百九号）第三十二条の規定により戦災による財政上の特別の必要を勘案して総務大臣が指定する市（以下これらの市を

特定市という。）は、同条に規定する公共事業その他公益の増進を目的とする事業で地方行政の運営上緊急に推進する必要があるも

のとして総務省令で定める事業（次項及び第六条第三項において「公共事業等」という。）の費用の財源に充てるため必要があると

認めたときは、都道府県及び特定市の議会が議決した金額の範囲内において、この法律の定めるところに従い、総務大臣の許可を受

けて、当せん金付証票を発売することができる。  

２ 前項の許可を受けようとする都道府県及び特定市は、第七条第一項に掲げる事項及び当せん金付証票の発売により調達する資金

を財源とする公共事業等の計画を記載した申請書を、総務大臣に提出しなければならない。 

３ 総務大臣は、第一項の規定による市の指定及び同項の許可については、地方財政審議会の意見を聴かなければならない。 

（当せん金付証票の当せん金品の限度） 

第五条 （略） 

２ 一当せん金付証票の当せん金品の最高の金額又は価格は、証票金額の五十万倍に相当する額を超えてはならない。ただし、総務大

臣が当せん金付証票に関する世論の動向等を勘案して指定する当せん金付証票については、一当せん金付証票の当せん金品の最高の

金額又は価格は、証票金額の二百五十万倍（総務大臣の指定する当せん金付証票が加算型当せん金付証票である場合で加算金のある

ときにあつては、五百万倍）に相当する額を超えない範囲の額とすることができる。 
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根拠法令 

●当せん金付証票発売許可基準（平成 24年４月１日付け総務大臣決定）（抄）

第一 一般的許可基準 

七 証票金額及び支払い手段 

証票金額は、原則として 100円、200円、300円又は 500円のいずれかとすること。（略） 

九 発売収益の基準 

発売収益は、原則として発売総額の 100分の 37を下らない額とすること。（略） 

十 当せん金品 

３ 当せん金品の総額は、発売総額の 100分の 50以内で、収益の確保、購入者への還元、経費の効率化等を踏まえつつ、適切に

定めること。 

４ 当せん金品の最高額は、証票金額の 50万倍を超えない範囲内の額とすること。ただし、総務大臣の指定する宝くじについて

は、証票金額の 250万倍（加算金のある数字選択式宝くじにあっては、500万倍）を超えない範囲内の額とすること。 
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